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カケハシ・プロジェクト（米国） 

アメリカボウル派遣の記録 

 

１．プログラム概要 

日本の高校生を対象に開催されているアメリカボウル大会（注）の成績優秀者ら 11名を、日米に対する理

解促進を目的として米国ワシントン D.C.へ派遣しました。米国滞在中、一行は現地大使館や政府関係機

関への訪問、生徒との交流通じて、日米関係や両国の文化、外交関係について学び、日米両国の友好・信

頼関係を深めました。異なる文化や習慣に触れながら学びや気づきを得るとともに、交流先で出会った

人々に向けて日本の魅力を発信しました。 

（注）アメリカボウル大会：一般財団法人日米協会が、日本人高校生が英語を通じて米国に関心を持ち、日米関係につい

ての理解を深めることを目的に主催している大会 

 

【参加者】日本の高校生及び一般社団法人日米協会関係者 合計 11名 

（内訳） お茶の水女子大学附属高等学校の生徒 3名 

     聖光学院高等学校の生徒 3名 

     西大和学園高等学校の生徒 3名 

     一般社団法人日米協会関係者 2名 

 

【訪問地】米国 コロンビア特別区（ワシントン D.C.）、メリーランド州バートンズビル 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

2月 27日（木曜日） 【渡航前オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航上の注意、感染症対策等 

 

◼ 派遣プログラム： 

3月 20日（木曜日） 羽田空港より出国、ワシントン・ダレス国際空港より米国入国 

3月 21日（金曜日） 【視察】ナショナル・モール 

 【表敬訪問】在アメリカ合衆国日本国大使館 駐米大使 山田 重夫 氏 

 公使 兼 日本広報文化センター所長 三宅 史人 氏 

 【視察】国務省 

3月 22日（土曜日） 【視察】米国議会図書館 

 【ホストファミリー対面式】 

3月 23日（日曜日） 【ホームステイ】 

3月 24日（月曜日） 【学校交流】Paint Branch High School 

 【視察】国立アメリカ歴史博物館 

 【視察】国会議事堂（下院議場） 

 【表敬訪問】ジェン・キガンス下院議員 
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3月 25日（火曜日） 【視察】全米日系米国人記念碑  

 案内人：国立日系米国人記念財団 ジョン・トベ 氏 

 【視察】ワシントン DC日米協会 

 【ワークショップ】報告会準備（渡航成果のとりまとめ、帰国後の活動計画 

 （アクション・プラン）の作成） 

3月 26日（水曜日） ワシントン・ダレス国際空港より出国 

3月 27日（木曜日） 羽田空港に入国 

 

２．記録写真  

 

 

3月 21日【視察】ナショナル・モール 
3月 21日【表敬訪問】在アメリカ合衆国日本国大

使館 駐米大使 山田 重夫 氏 

  

3 月 21 日 【表敬訪問】公使 兼 日本広報文化セ

ンター所長 三宅 史人 氏 
3月 21日【視察】アメリカ合衆国国務省 

  

3月 22日【視察】米国議会図書館 3月 24日【学校交流】Paint Branch High School 
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3月 24日【視察】国会議事堂見学 3月 24日【表敬】ジェン・キガンス下院議員 

  

3月 25日【視察】全米日系米国人記念碑 3月 25日【視察】ワシントン DC日米協会 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 高校生  

現地高校での交流では、多文化主義や親日の雰囲気について肌で感じることができました。国務省、

日米協会、米国議会では、米国における日本に対するイメージや求める役割について、具体的に意見

を拝聴できる貴重な機会になりました。 

◆ 高校生 

学校交流では、実際の高校の授業や学食、システムについて身をもって体験し、米国の高校生との交

流を通して、人柄なども体感することができました。高校訪問があったからこそ現地の人が日本人

に対してどう考えているのかを知ることができ、とても良かったです。また、日本と米国での授業内

容の違いについて理解を深めることができたことに加え、最も対日理解を促進できる場であったと

思います。 

◆ 高校生 

訪問先がワシントン D.C.だったからこそ、政治関係者などの普段はお会いできない方々と貴重なお

話しをする機会があり、その経験を通じて新たな知見やこれまでに培ってきた知識を深められまし

た。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 表敬先関係者 

高校生が議会関係者に英語で積極的に質問や発言する場面が見られました。また、短時間ながら米

国上院議員や下院議員と懇談する機会を持てたことで、日本の存在感や影響力を米国の議会関係者
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に示す良い機会となりました。 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

 

2025年 3月 24日（Instagram） 

高校生 

スミソニアン国立自然史博物館の隕石 

隕石に関するこれほど大規模な展示は、日本では

ほとんど見たことがないです。 

とても勉強になりました！ 

2025年 3月 22日（Facebook） 

高校生 

私たちは数日前に米国に来て、米国の生活を楽し

んでいます。 

米国と日本では、ゴミの分別方法が違うことに気

づきました。 米国ではゴミはリサイクルできるも

のとできないもの、日本は、「燃えるゴミ、燃えな

いゴミ、ペットボトル、缶」に分別しなければいけ

ません。  

ゴミを分別する目的は、リサイクルと資源の有効

利用ですから、米国の方が簡潔で理にかなってい

ると思います。しかし、全員がリサイクルできる

もの、そうでないものを認識している必要があり、

（実際にリサイクルできるのかどうか迷います）

その点では日本の方が感覚的にわかりやすいのか

もしれません。  

個人的には、「紙、プラゴミ、PET、ビンカン」と

いうふうに分別するのが、一番分かりやすく、目

的に沿っているのではないかと思います。  

皆さんはどんな分別方法が良いと思いますか？ 

何かアイデアがあったらお待ちしています。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

お茶の水女子大学附属高校 

 

【訪米中の学び】 

◆ 環境問題意識： 

 ナショナル・モール内にあるアメリカ植物庭園では、植物だけでなく熱帯雨林の消失について警

鐘を鳴らす看板があるなど、環境問題に関するものを合わせて展示している点が印象的でした。 

 国立アメリカ歴史博物館では、ネットにからまった海洋生物など、特に海洋におけるプラスチッ

ク問題について訴えかけるような展示が多かったです。 

 米国のゴミ箱はリサイクルできるものと、そうでないものとの大きく 2 つに分かれていました。

また、道端に置いてあるゴミ箱の数が多いためか、ポイ捨てされているゴミは少なかったように

感じました。他にも、犬の糞を捨てることのできるゴミ箱もあり、このような取り組みが米国の

道路をきれいに保つことに役立っていると思いました。 

◆ 多文化社会： 

米国の現地校を訪問する際、アジアンヘイトが少なからずあるのではないかと少し心配でしたが、快

く受け入れてくれて嬉しかったです。日本では多文化主義という考えは浸透しておらず、人種関係な

く、誰でも受け入れるという米国の考えが新鮮に感じられました。日本ではほとんどの生徒が日本人

ですが、米国の学校には様々な背景を持つ生徒が集まっていて、そのような環境が米国での異文化理

解を促進しているのだと考えます。 

◆ 戦争： 

日本では、ドイツ国の首相・ヒトラーは頻出で、独裁者として強調されています。一方、大日本帝国の

首相・東条英機についてヒトラーほど強調されている印象はなく、同じ枢軸国の元首であるにも関わ

らず、扱いに差があるように感じられます。米国では、第二次世界大戦のコーナーに入ると、まず東条

英機、ヒトラー、ムッソリーニの枢軸国元首について大きく展示されていました。この 3 名全員が同

程度の戦犯であると強調されている印象を受けました。 

◆ 日本に対するイメージ： 

 日本車：米国では、米国産の車の比率の方が高いと思っていましたが、日本車の比率の方が高か

ったです。また、日本車によって日本を身近に感じている人もいました。海外において日本車の

売れ行きが好調であることが伺えました。 

 さくらまつり：さくらまつりは、ワシントン D.C.において大々的に実施されており、ミュージア

ムや博物館でグッズが販売されるなど知名度の高さが伺えました。寄贈された桜以外にも至る所

に桜が植えてあり、身近に感じられているようでした。 

 日本語教育、ジャパンボウル：米国の高校で日本語を選択可能だというところまで日本の影響力
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があるとは考えていなかったため不思議に感じました。しかし、様々な方のお話を聞いて、日本

は想像以上に文化的、経済的に米国に強く影響を与えていることを理解しました。そのため、日

本語が選択可能となっていることに納得することができました。また、ジャパンボウルについて

も参加者が多く、日本に興味がある人も沢山いると実感することができました。 

【アクション・プラン】 

グループ全員で、4月・5月頃に、対日・対米の理解を促進することを目的とし、日本の高校生、Instagram 

を閲覧できる世界中の方を対象に、Instagram、学校の HP を利用して日本文化・米国文化・日米関係

の進展について、米国を訪問し感じたことも踏まえた紹介・発信を行います。 

聖光学院 

 

【訪米中の学び】 

 食事はとにかく量が多いのが特徴で、食文化においては異国の食事をアレンジしたものが見受け

られました。カニを食べた際に、米国の木槌とナイフを使うカニの食べ方や、カニ味噌は食べな

いことなど、些細な食文化の違いに驚きを感じました。日常生活の中にも文化の差異が顕著に現

れており、自分たちとっては慣例的なことであっても、その背景や意味を考えるという意識を常

日頃から持っていたいと思います。 

 多様なバックグラウンド・異なる価値観を持つ人が多く見られ、対話をすることが互いの文化へ

の正しい理解につながるのだと考えました。今回出会った人とも定期的に連絡を取り合い、今後

も異文化理解に努めていきたいです。 

また、記念碑の数が多さも印象的でした。記念碑はアイデンティティの形成という役割も担って

いるようでした。帰国後は日本のアイデンティティを探求するために、神社仏閣寺など歴史的・

精神的に重要な場所を積極的に訪れ、伝統行事に参加したいと思います。 

 米国の高校生達は、経済、政権、最低賃金などの話をしていて、現状への危機感を抱いているよ

うでした。知識不足を実感し、日頃からの情報収集と自分の意見を持つことの重要性を学びまし

た。 

 街ごとに考え方が違うというお話を聞き、今後は米国の各地域の特性にも気をつけ、より毎日の

ニュースに気をつけて、日々勉強を深めたいと思います。 

【アクション・プラン】 

米国で高校生や議員などに会った際に知識不足を感じたので、グループ全員で、6月末までに、自分の

学校の生徒を対象として、ニュースを見て知識を収集し、このプログラムや米国と日本の関係につい

て知らせるため、学校の新聞にコラムを寄稿します。 
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西大和学園高等学校 

 

【訪米中の学び】 

 米国人は、予想以上に日本に対して好意的な感情を持ってくれていました。 

 日本についてポジティブなイメージがあまりにも多く、ネガティブなイメージを聞くことはあま

りありませんでした。 

 日本の食文化、アニメ文化、車は人気を誇っており、これらの点において日本を評価してくれる

人が多く見受けられました。 

 米国の経済において、日本はかなり重要な位置づけにあることを学びました。 

 米国の核の傘に日本が入っており、安全保障の点で論争が続いている点や、安全保障に付いての

質問をした際、立場によって意見が異なっていることを知りました。 

【アクション・プラン】 

 2025年 6月中までの実施を目処に、グループ全員で、主に関西で、アメリカボウルを広めるイベ

ント、または、ゲームを通じた反戦教育を目的としたイベントを、日本の中学 3 年生から高校 2

年生を対象に実施します。 

 グループ全員で、米国の中高生、特に女子高生を対象に、”Kawaii”を広める目的で、4月からクラ

ウドファンディングを立ち上げ、6 月頃にはプリクラの中古機械を買い取り、米国の中高生が多

い地域に送ることで、日本の Kawaii文化自体を多くの学生たちの目に留まるようにしたいと思い

ます。また、米国の現地校との交流プログラムで”Kawaii”をテーマにワークショップを実施します。  

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


